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障がいのある方など、特別な配慮が必要な場合は、事前にご連絡ください。

がん研究により、発がんの本質的原因分子が明
らかになり、それを選択的に抑える分子標的療
法が大きな治療効果を持つことが明らかになっ
た。今や、がん患者に最適の治療薬を投与する
ためには、診断時にそれぞれの患者の腫瘍のゲ
ノムプロファイルを明らかにすることが必須と
言える。つまり網羅的なゲノム解析が、がん診療
に不可欠な時代が訪れたのだ。研究目的のがん
ゲノム解析とは別に、診断目的のがんゲノム解
析体制を我が国においても早急に整備する必
要がある。
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我々の研究グループは、iPS細胞技術を用いた
中枢神経系(特に脊髄損傷)の再生と精神・神経
疾患（①小児神経疾患、②感覚器疾患、③精神
疾患、④晩発性の神経変性疾患を含む）の病態
解明と創薬研究を行っており、いくつかのもの
については、その臨床応用が間近になって来て
いる。本日はこれらの研究の進捗状況と、我々が
独自に開発した遺伝子改変霊長類技術を用い
た精神・神経疾患の病態研究の成果について話
したい。
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